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畑や水 田付近 に 見 られ る ゴ ミム シ 類 （オ サ ム シ 科 ）

　　　　　　　　　の 幼虫 の 記 載 （1）

土 生 昶 申 ・ 貞 永 仁 恵

農業技術研究所 昆 虫同 定分類研究室

　　　 Descriptions 　of　some 　larvae　of 　the　Carabidae 　found 　in

　　　　　　　　cultivated 　fields　 and 　paddy −fields　（1）

　　　　　　　 By 　Akinobu 　Habu 　and 　Kimie　Sadanaga

Laboratory　of 　lnsect　Identification　 and 　Taxonomy ，　National 　Institute

　　　 of 　Agricultural　Sciences，　 Nishigahara，　 Kita−ku ，
　Tokyo

　本報で は ゴ モ ク ム シ 族 の Anisodactylus 属 1種 と，　 Harpalus 属の うち冬型 の もの ，す

な わ ち成虫は 秋 に 産卵を し，ふ 化 した 幼虫 が越 年 して ，翌年春か ら夏 に か け て 羽 化す る種

5 橙の 幼虫を記載す る．幼虫で 越冬す る もの は，幼虫期間が長い せ い か
一

般 に飼育が むず

か しく，まだ 平地 の 耕作地 に 見 られ る種 の 全部を完全 に は 飼育 に 成功 して い な い ．

　本稿 は
‘
畑 や 水 田 付近 に 見 られ る ゴ ミム シ 類 （オ サ ム シ 科） の 幼虫の 同定手 び ぎ

’
の 禰

遺 IF として 書かれたもの で ある．

’

雫

尸

　　　　　　　　　　　頭部 の 甌毛 の 命名 に関す る追 記 （II）

　既報 の 第 1 報で 命名 した 頭部の 岡1毛 に 第 IH 報で 着干追 加 した が，　 本報で 次 の 二 つ を 追

加 した．

　Pa ： P ， の後方 に しば しば見 られる岡1］毛で ，頸隆起線が背面で 終る辺 に 見 られ る，

　So3： 単眼部の 後方 の 側面 に 見 られ る剛毛．

　　　　　　　　　　　　　　ゴモ ク ム シ 族 Harpalini

　　オオホシ ボシ ゴミム シ AnisodaCtytus（Anisodactγlus） sadoensis 　Schauberger

　ホ シ ボ シ ゴ ミム ミ A ．punctatipennis　Morawitz （土 生
・
貞永 ，

1961） に まざつ て 畑地

や 草地 に 生息 して い る． 成虫 も よ く似 て い る が ，幼虫も酷似 して い て ，識別 は か な りむ ず

か しい ．Anisodactylus 属 の もの で そ の ほ か耕作 地 に 見 られ る もの に は，最 も普通な ゴ ミ

ム シ A ．signatus （Panzer ） （土 生
・貞永 ，

1961）の ほ か ， ヒ メ ゴ ミム シ A．　tricuspidatus

Moraw 三tz が い るが， こ の 種 は個体数が多くない の で ，まだ飼育を試 み て い な い ．

＊

第 1報，農研報告 （C ）no ．13（1961）；第 II報 ， 同 no ．16（1963）；第 III報 ， 同 nQ 、
　 19 （1965）；補遺 1， 「司 no ．23（1969），
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本種 は飼育室 内で 5 月上旬か ら 6 月上旬に か けて 産卵を した が，卵期問 は 11な い し14日 ，

1齢お よび 2齢期間は それ ぞ れ約 7 日で あつ た．

　3 齢 幼 虫 ：体長12・0〜15．　O　mm ，頭幅1．95〜2．　10　mm （10頭の 標本 に よ る 測定値 で ，平

均 2・02mrn ）．尾状突起 の 長さ L7〜2・0 那 m （10頭の 平均は L8mm ）．

　頭 部 （第1，2図 ） は 単眼 部 後方 の So3 を通 る溝 が少 し深 い の で ，背面 か らみ て 単眼 部の

後方が よ り くびれ て 見 え る ； 単眼部の 内方の 02 か ら L1 を 走 る縦溝もホ シ ボ シ ゴ ミム シ よ

り少し深 い ； 剛毛 は ホ シ ボ シ ゴ ミム シ と岡じ．脚 （第3， 4図）の とげの 数や，腹節背板 ・

側板
・
腹板 の 剛 毛 数 も ホ シ ボ シ ゴ ミム シ と 同 じ．

　2 齢幼虫 ：体長 9．0〜11．Omm ．頭幅 1．49’vl ．61　mm （10頭 の 標本に よ る測定値で s 平

均 L57 　mm ）．尾状突 起 の 長 さ 1．2〜1．4mm （10頭 の 平均 は 1．3mm ）．

　 3 齢 とほ ぼ ［司じ．

　1 齢幼虫 ：体長 6，0〜8．　O　mm ．頭幅 1．07〜1．20　rn ！n （10頭 の標本 に よ る測定値で，平

均 1・　14　mm ）．尾 状突起 の 長 さ 0・7〜0．8m 斑 （10頭 の 平均は 0・7mm ）、

　頭部の 単眼部後方の 溝が 浅 い の で ，ホ シ ボ シ ゴ ミム シ との 区別は で きな い ．

／

L 圃、

．5　mm

4

Figs．1−4．　 Anisodaetylus （Anisodactytus） sadoensis 　Schauberger ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 instar　3曾
1．　 Head 　in　dorsa 正view ．　　　　　 2．

3．Hind　leg　in　hind 　 view ．　　 4．
Do ．　i！11ateral 　 view ．
Hind 　ferrlUr　in　frOnt　 V 量eW ．
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オオゴモ ク ム シ Harpalus （Cephalomo「phus ）capito 　Mo 「awitz

　わが国の ゴ モ ク ム シ 族 の 中で は
一

番大きい 種 で ，成虫
＊
は土中で 夏眠をす る．10月 10日 に

採集した数頭 の 成虫 が産卵を した が，卵数 は少 な く， 10月28目に ふ 化を始 め た 1齢幼虫に

鱗翅類の 蠕 を 切 つ た も の と，ア ワの 種

子 を与えて 飼育 した が，2 齢にす る こ

と が で きな か つ た．

　幼虫は PseudoophonUS亜 属の もの

に 似て い る が，額板の 中央突起 が 比較

的明りよ うで あ る．

　1 齢幼虫 ： 体長 IO、5〜12．Omm ．頭

幅2．74〜2，95mm （8頭 の 標本 に よ る

測定値 で，平均 2．87mm ）．尾状突 起

の 長 さL4 〜1．5mm （6 頭 の 標本に よ

る測定値 で ．平均1・5mm ）．

　頭部 は 光沢 の あ る赤 か つ 色．大腮 は

黄か っ 色 で あ るが ， 周 辺に 向か つ て 赤

かつ 色 と な り，先 端
・
外測

・
歯の 先端

お よ び 刃 の 部分 の 3 澗 の 突起 は 黒色を

お び る．触角 ・小腮 ・下唇 は 淡かつ

色 ．前胸 背板 は赤 か つ 色 で あ るが，頭

部よ り 少 し 薄 く，　あ る い は貢色 が か

り，前方 の 縁取 りは農かつ 色 ま た は暗

赤 かつ 色 ； 中胸背板 ・後胸背板は か つ

色で ，前方の 縁取 りは細 く黒か つ 色．

脚は 淡黄色 ま た は薄くか つ 色 が か つ た

黄色で ある が，基 節 は や や か つ 色が 強

い ．腹節背板 は か つ 色 で ，尾状突起 は

基部 は淡かつ 色で あ るが ，先端 に 向か

つ て 黄自色 と な る ； 第10腹節 は淡 か っ

色 ；腹節側板 ・腹板は 汚か つ 色または

薄い 土色．

　頭部 〔第 6，7 図） は 大 き く広 く，単

眼 部で 最 も幅広 く，側画 は 後方 に 強 く

せ ば まり， 幅は長 さの 1種〜1％倍で，

側面 は単眼部下方か ら前方に 向か つ て

Fig．5．　Ha 　rpalus （Cepkalomorph μ s）

　　 eapito 　Morawitz，　 instar　 1．

隆起 して い る の で，So エ とSo2が背面から見 え る ； 背面 は 隆起 し， 前方 に強 く傾斜する ；腹

￥

食性 に関 して は い くつ か の 報告がある が，紙数の 関係 で 引用を省 い た．
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面 は 中央で 明りよ うに へ こ み ， V2 と V3の間で 浅 く横 に へ こ む ；額板 に は F ， の 内方を 邏 る

浅 い 縦溝が あ り，頭 蓋背面に は Ot の 後方か ら 02 を通 り，単眼の 直後で広くな り， 内方に

彎 曲 しな がらL 正 を 通 つ て 頸溝に達す る明 りような溝があり，溝の 外方 は単眼直後か ら隆起

線状 と な る ；頸溝 ・頸隆起線と も明 りよ うで ， 頸隆起線の 上部は Pa を過 ぎて ，　P，の 後方で

P ，か ら離れ て 終 り，下部 は So エ と L2 を 結ぶ 線よ り少 し下方 に 向かい ，　 Lz か ら明 りよ うに

離 れ て 終 る ；額板の 剛毛 で は F2 と Cl2が長 く， 他の 剛毛 も発 達 して い る ；頭蓋 の 剛毛 で は

P ，，02，Soi，　V2 が 長 く，P ，，　P3，　L ，，　Lz，　V1，　V3 が こ れ らに次 い で 長 く，
01

，　SQe はや

や 短 く，P
， と So2 は 細 く短 く，額板 ・頭蓋 と もに 二 次毛 は な い ；額板 の 申央突起は弱 く山

形 に突出 し，小 さい 細 い 歯が くし状 に 並 ん で い るだ け で ，左右 に は 明りよ うな 歯 は な い ；

卵殻破砕器 は 6 個内外の きわめて f亅・さい 歯 か らな り， 列 は 額板の 後角から卿 よ うに へ だ

8

饐
已

鴎 ．
Ol

Flgs．6−11．　 Harpalus （Cephalomerpku の 砌 pito　Morawitz ，　instar　1．

　　6． Head 　in　dorsal　view ．　　　 7．　 Do．　in　lateral　view 。

　　8，Maxilla　in　ventral 　view ，　 9．　 Labiu毋 in　 ventral 　view ，

　 10，Tergit巳 9and 　cercus 　in　lateral　view ．　 11．　Tergite　3．
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た り，列 の 長 さは
一

番前方 の 歯と F2 との 距離 よ り長 く，後部 は頭蓋額板縫合線の 近 くに あ

るが ， 先方に 向かつ て や や こ れ とへ だ た る ； 額板 の 後角 は 鈍角 で は ある が 明りよ うで あ

る ； 頭蓋額板縫合線 は 明 りよ うに 波曲する．触角 （第 6 図）は大腮 とほ ぼ等長で ，第 1節

の 長 さは 第 2 節 の 1施倍強で ，棊部近 くで ゆるく内方に湾曲 し，第 3節は第 2 節 よ りわずか

に 長 く，第1・2節 には毛 はない ，大腮 （第 6 図）は細長 く，先端の 近 くで ゆ る く彎 曲す る ；

歯 は や や太 く，わずかに 大腮の 基部に 向か う ； 刃 の 部分 に は 3個 の 小 さい が 明 りよ う な突

起 が あ り， 基部に 近い もの は 他の 2 個 よ り少し大きい ；外側面 には 1 本の 明りよ うな 剛毛

が あ る．小腮 （第8 図）の 葉節 は細長 く， 長 さは 幅の 4 倍強な い し 5倍弱で ，内面 の 毛 は

は け状 に きわめ て 密で あ る ； 内葉 の 剛毛 は 内葉 の 長 さよ り明 らか に長い ； 外葉第 1節 は第

2 節 よ り少 し長 く，腹面先 端の 剛 毛 は第 2 節 の 先端 に 達 す る ； 小腮鬚第 2節 の 長 さは 第 1

節 の ほ ぼ 2倍 で ， 第 1節 に は 膜面の 基部近 くに 1本の 圏毛がある ； 舌 （第9 図）は 突出

し，中央 で え ぐられ，2本の 剛毛 は長 く，た が い に離れ ，先端は 下唇鬚第2 節 の 基部に 達

するか ， 少 しこ れを越 え る ；下唇鬚に は毛 は な い ．

　前胸背板 は 頭部 よ り幅が 狭 く，側縁は か な り丸み を お び，後縁もか な り丸 く， 後方 の 縁

取 りは 弱 い か あ る い は 不 明 り よ うで ，横溝は 明 りよ うで あ る ； 中胸背板 ・後胸背板 は 明 ら

か に前胸背板より狭 く， 前方 の 縁取 りは 明りよ うで ，前 列 の 岡ll毛 数 は 8 本 （あま り長 くは

な い ），後列 は長 い 剛毛4 本 と短い 剛毛 4 本か らな る．

　転節 に は腹面前側か ら前腹側面 にか けて 17〜19本， 腹面後側か ら後腹側面にかけて 1G〜

12本の とげが ある （2 本 の 長 い 剛毛は除く）；腿節に は 腹面前側か ら前腹側 面 に か けて 17本

内外，腹面後側か ら後腹側面 に か け て 12〜15本の と げが ある ； 2 本 の爪 の 差は 明 りよ うで

ある．

　腹節背板 （第 11図）の 正 中線 は 明りよ うで ，基部の 縁取 りは第 レ 2腹 節 背 板 に 見 られ る ；

第 1〜8腹節背板 に お い て ，剛毛数は 前列 ・後列 と もに 6本で ， 後列 の 聞毛は 中央の 2 本を

除い て 著 し く長 い ； 第 9 腹節背板 （第10図） に は左右 に 長 い 毛 1本 と，細い 短い 毛が ユ本

ず っ あ る ；尾状突起 （第 10図）はゆ る く外方に 開 き，少 し彎曲 し，第 1q腹節 よ りは 明 らか

に 長 く，5 本 の 剛 毛 は尾 状突起の 長さよ り短 く，先端の 1本 の 短毛は 明りよ うで あ る．

オオズケゴモ クム シ　Harpalus （Pseudoophonus）eous 　Tschitscherine

　ケ ウ ス ゴ モ ク ム シ 　H ．（P．）griseus （Panzer ） や ヒ メ ケ ゴ モ ク ム シ ff．（P，）iureceki

（Jedli6ka）に 比 べ る と個体数は少ない ．9 月上旬か ら10月下旬 に か けて 産卵 が み られ，卵

は 10月土旬か らふ化を始めた が ，飼育 はむず か し く，　1 齢幼虫の 標本 しか 得 る こ とが で き

な かつ た、 す で に記 載した こ の 亜属 の 種類 の 1 齢幼虫 とは ，小歯もくし状 の 細歯もな い 額

板前縁中央部 （え ぐ られ た部分）で 区別 で きる．

　1齢幼虫 ： 体長 7．5A・9．Omm ．頭幅 （単眼 部） 1・70〜1・84mm （10頭 の 標本に よ る測定

値で ，平均 1．76mm ）．尾状突起の 長さ 0。7〜0・9mm （10頭 の 平均 は 0・8mm ）・

　頭部背面の 前半は か つ 色，後半 お よ び腹面 は黄 か つ 色．　大腮 は淡赤かつ 色 で ，周辺は赤

みが強 く，歯，先端お よび外側は 黒色をおび る．触角
・小鬚 ・下唇は 淡か つ 色． 胸部背板
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は か つ 色．脚 は 淡黄 か つ 色．腹節背板 はか つ 色 ； 尾状突起 は 淡 かつ 色 で ，先端に 向か つ て

白つ ぼ くなる ；腹節側板 ・腹板は淡かつ 色．

　頭部 （第13図） の 幅 は長 さの 1％ 倍内外 で ，側面 は So ： の 後方か ら頸溝 に かけて 強 くせ ば

ま る ；P ， と P3 の 付 近 は浅 くへ こ み，側面 に は 02 か らLl を通 る や や 彎曲 し た 明 りよ うな

溝 （溝の外方 は や や 隆起線状とな る）と，　 単眼部 の 後方か ら単眼部の 下方 に湾曲して So、

に 向か う溝が あり，So3付近は へ こむ ；頸溝 は側面で は ほ とん ど湾曲せ ず，上 部 は P 。 に 向

か つ て 曲が り，Pa の 後方で 終 り，下端は L ・ に 達 しな い ；剛 毛 は 発 達 して い るが ，
　 F 、 は短

く， Pa は きわめて 細 く短 い ；額板前縁 の えぐられた部分は 直線状 で ，小歯は ほ と ん ど見 え

な い ； 卵殻破砕器 は 7 〜8個 の 小歯からな り，小歯 は額板の 後方で 頭 蓋 額板縫合線 に 沿つ

て 並ん で い る が，先端の小歯 は わずか に 内方 に あつ て ，列 の 長 さは 恥 と先端の 小歯 と の 距

離 に ほ ぼ等 しい ； 額板 の 後角付近 は 丸みをおび，後角 は鈍角状で は な く，先端は わず か に

後方 lc突出す る ；頭蓋額板縫合線 は 明りよ うに 波曲す る． 触角 （第13図 ） は大 腮 と ほ ぼ等

長で ， 第 1節 は基部近 くで や や 明 りよ うに 内方 に 曲が り，第1・2節 には 毛 は な い ．大腮（第

13図） は刃 の 部分 に 明りよ うな 3個 の 突起 を 持つ ．

　前胸背板は 明 らか に頭 部 よ り狭 い ； 中胸背板 ・後胸 背板の 前方の 剛毛 列 は 8 本 の 短 い 剛

毛 （2 本は い っ そ う短 い ），後方 の 列 は 4本の 長い 剛毛 に，中央 に きわ めて 細 く短 い 2 本 の

毛が 加わ る．転節腹面 に は前面寄 りに 7 〜9 本，後面寄 りに 6 本内外の と げが あ る ；腿節

腹面 には 前面寄 りと後面寄 りに それ ぞ れ 8本内外の と げが あ る．

　腹節背板に は正 巾線が ある ；第 1・2 ・9 背板には 基部の 縁取りが ある ；剛毛は前列 に は

短め の 剛毛 6本，後列に は 長 い 剛毛 4本と，中央 に短 い 鬪毛 2 本 ； 尾状突起 （第12図） は

背面か ら見 て ゆ る く内方 に彎 曲し， 5本 の 剛 毛 は わず か に尾状突起 よ り長 く， 先端 の ユ本

の 短毛は細 く短い ．

Figs．12 ＆ 13．　Harpalus （Pseudoophonus ）eous 　Tschitsch6rine，
　　　　　　　　　　　　　 lnstar　1，
　 ユ2． Cercus 　in　lateral　view ．　　 13．　 Head 　in　dorsal　view ．
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ク 目 ゴモ ク ム シ Harpalus （Pseudoophonus ） niigatanus 　Schauberger

　各地 に普通 に見 られ る ゴ モ ク ム シ で，PseudOo ．phonus 亜 属 の もの と して は 飼育は あまり

困難 で は な か つ た．成虫 は 9 月下旬 か ら11月上旬に か けて 産卵をし，卵期は 約15目．飼育

室内で は， 10月 中旬 ご ろか ら現 れ た 1齢幼虫は， 11月か ら工2月 に か けて 2 齢と なつ て 越 年

をした が ， 秋 も遅 くな つ て か ら現われた幼虫は 1 齢で 冬を越して ，　3 月に 2 齢 に なつ た．

2 齢幼虫は 2 月上 旬か ら4 月中旬 に か け て 3 齢に な つ た． 3 齢幼虫は ユ頭 を残 して 標本 に

した が，こ の 1頭 は飼育 を続 け た と こ ろ， 6 月24日 と25日の 聞 に 蛹 化 した． しか し 羽 化 に

は 至 らず死ん だ、

　 1齢幼虫は 細断 した鱗翅 類 の 蛹 だ けを 餌と した 組 と，雑草 ・ヒ エ ・ゴ マ の 種 子 だ け の 組

お よ び蛹 と種子の 両方を与 え た組 と に分けて飼育 を した．そ の 結果，蝋 だけの 組の 工齢幼

虫は 2齢に す る こ とが で きな か つ た が，他 の 2組からは 若干の 2齢お よ び 3齢幼虫を得る

こ と が で きた．

　第 II報で 記載したキ ア シ ク 卩 ゴ モ クム シ H ．（P ．）sinicus 　Hope や コ ゴ モ クム シ H ．

（P ，） tridens 　Morawitz に よ く似 て い る が，額板 の 後角 の 形 で 区別 が で きる （た だ し 2 齢

幼虫で は こ の 特徴 は あま りは つ きりしな い ）．頭幅や 尾状突 起の 長さの 変異 に 比較的広い 幅

が あっ て ，あまり明りよ うな齢問の 区切 りが な い の で，時 と して 2齢と 3齢 の判定は こ れ

らの 特徴だ けで は 困難 な こ とが ある が ，本種 で は 珍 らしい こ とに 2 齢と 3齢 の 閥に，額仮

の後方の 部分 の 形 に多少 の 相違 が見 られる （第 14
，
16図参照）．

　3齢幼虫 ：体長 工2・O〜15．Omm ． 頭幅 2・12〜2・53　mm （10頭 の標本 の 測定値で ， 平均

2・31mm ）．尾 状突起の 長 さ 0．8〜1．2mm （10頭 の 平均 は 1．Omm ）．

　色 は 前記 の 2 種 と 岡 じ．頭部 （第 14，15図）の 背側面に は 02 か らL ， を 走 るや や 彎曲し

た明 りよ うな溝が あ る が， 溝の外方の 隆起 の 程度は キ ア シ ク ロ ゴ モ ク ム シ の よ うに 強 くは

な い ； 頸隆起線 の 上端は P、 の 後方 で や や こ れ と離れて 終る （前記 の 2 種で は P 。 に ほ ぼ達

す る ）；
一次剛毛や 二 次毛 は ほ ぼ 同 じ ；額板前縁 の 中央部は突出せ ず ， 左右 に 2 本ずっ の 小

歯 が あり，左右 の 2 本 の 歯の 間 には 細歯 が くし状に並 ぶ ； 額板 の後角 は こ れらの 2 種 に 比

べ て はるか に 広い 鈍角 で ， や や丸 み をお び る。触角 （第 14 図） は キ ア シ クロ ゴ モ クム シ に

似て い て ，
コ ゴ モ クム シ よ り関 らか に 太く，第3 節 は 明 りよ うに 第 1節よ り短 い ；第 1 ・2

節 の 剛毛は 2種 と 同じ，大腮 （第 1咽 ） の 刃 の 部分に は ， 前記 2 種と同 じ く3個 の 突起が

あ る．

　転節腹面の 前側｝こ は 12〜 ユ4本，後側に は10内外 の とげがあ る ；腿節腹面 に は 前側 に 11本

内外 （腹儺面 の とげを加 え る と16本内外）， 後側 に 7 〜10本 （腹側面の とげを加え る と10〜

14本）の とげがある，

　腹部 に は 相違点 を見 出せ な い ，頭 幅／尾 状突起 の 長 さ；1．99〜2．　65．

　2齢幼虫 ：体長 9．O〜II．5mm ，頭 1隔L　68〜1．92mm （7頭 の標本の測定値で ， 平均 1．82

mm ）．尾 状突起 の 長 さ 0．9〜L2mm （7頭 の 平均は 1．Omm ）．

　頭部 ・胸部背板 の 色 は 3 齢 よ りもや や濃 く，腹節背板は かつ 色が か る．
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Figs．14−17．　Harpalus （Pseudoophonus） n ゴigatanus　Schauberger．
　14．Head 　in　dorsal　view ，　instar　3．　15．　Do ．　in　la耄eral 　view ，
　 instar　3．　16．　Fronta更piece，量nstar 　2，　 17．　 Do ，，　 instar　 1．

　頭部側而 の ふ くらみ が弱 い の で ， 最大幅は 通例単限部で あ る ； 額板 （第16図）の 後方 の

部分は 3 齢に お けるよりもやや 強 くせ ば まり，後縁角 は ややはつ きりした鈍 角で ，先端は

とが る．頭幅／尾状突起の 長 さ＝L53 〜］．94．

　重齢幼虫 ： 体長 6．5〜7．5m τn ，頭幅 1・44〜1・63　mrn （10頭 の 標本 の 澳il定値で ，平均 1．50

mm ）．尾状突起 の 長 さ 0．6〜0．8mm （10頭 の 平均 は 0．7mm ）．

　色 は 2齢 と ほ ぽ同じ，額板 （第 ま7図）の 後角は 2 齢 よ りも 3齢に 近 い 形 を して い て ， キ

ァ シ ク ロ ゴ モ ク ム シ や コ ゴ モ クム シ よ りも広い 鈍角で ある．頭幅／尾 状突起 の 長 さ＝1．90〜

2．43．

ニ セ ク ロ ゴモ クム シ HarPatus （PseudooPhonus ）simplicidens 　Schauberger

　成虫は 前種 に 似て い る が，幼虫 の飼育は 前種 よ り困難で，2 年間で 145頭の 1齢幼虫を飼

育 した が，　 そ の うち の 5 頭 が 11月上旬か ら下旬にか けて 2 齢 とな つ たが， 間もな く死ん

だ．餌 に は雑草 ・ゴ マ 等の 種子に 鱗邇 目の 蛹 を緞 か く切 つ た もの を 与え た．産卵は 9 月初

旬か ら11月上旬 に かけて 行 な われ ， 卵期は約 12日で あっ た．

2齢幼 虫 ： 体長は 標本の 状態 が悪 い の で 省略す る．頭幅1，60，1，63，
L63m 皿 （3頭 の 標
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本）．尾状突起 の 長 さ 0．　8
，
1．Omm （2 頭 の 標本 に よ る ）．

　前種 にほ ぼ 似て い るが，額板（第18図）の 前縁の え ぐられ た部分の 左右 に は 1本だ け小歯

が あり，小歯の 間は細歯が くし状 に 並 ぶ ； 額板 の 後角は前種に 似て 明 りよ うな鈍角 ；頸隆

起線の 上 端は P 。 の 少 し後方で終
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18
つ て い る が， 下端は ほ とん ど L2

に 達する． 頭幅／尾状突起 の 長 さ

＝r−1．63，　2．04．

　 1齢幼虫 ： 体長 5、5〜7．Omm ．

頭幅 L27 〜 L48 　mm （10頭の 標

本の測定値で ， 平均 1．38mm ）．

尾状 突起 の 長 さ α 6〜0．7mm

（10頭の 平均 は O．7mm ）．

　額板 （第19図）前縁中央 は 細い

歯 が くし状に 並 び，左右 の 1本 の

OU

日
ヨ

気 ／T，

’

XI．
’

ii
．

　　　　　　 ‘
ρ
O

ヨ

ヨ

Figs．18　＆ 　19．　N ／arpalus （Pseudoophonus ）

　　　　simplicidens 　Schauberger

　　　18． Frontal 　piece，　instar　2．
　　　　　 19． Do．，　ins主ar 　1．

小歯は こ ん 跡的か，ま たは 見 え な い ；額板 の 後角 は鈍角で ， 明 りよ うで ある．頭幅／尾状突

起の 長 さ＝］．86〜2，17．

ヒ ラ タ ゴモ ク ム シ Harpagus （Loboftarpatus）platynotus　Bates

　黒 佐 （1959）： 日本 幼 虫 図鑑 ： 407，fig．755．

　本種 は河床 や，河原 に叢 した砂質 の 土 の 畑地 に見 られ，棲息地が 土質 に よ つ て 限定 され

て い る．植物 の 乏 しい 完全 な砂地 に は，生息 しな い の で は な い か と思われ る ．Leboharpa−

lus亜 属 の 種は 日本 に は も う 1 種分布 して い るが，こ の 種 は きわ めて 稀 で ある。　幼虫の 形

態は Harpalus 亜 属や Pseudoophenus 亜属 の もの とは ， か な りはつ きりした相違 が冕ら

れ る が，生 態的に は後者の 種 に 似て い る．

　飼育室 内で 成虫は ユ0月上旬 か ら下旬 に か けて 産卵を した が，卵 は 11月上旬か ら 中旬 に か

け て ふ 化 した，飼育 ビ ン 内で は 産卵数 が少 な く，
1967年 に 4頭，1968年 に 3頭 しか 1齢幼

虫の 飼育が で き な か つ た が，1968年 の 3頭 は 11月 中 に 死亡 した．　 1967年の 4 頭 の うち 2 頭

は越 冬に 成功 し，玉頭 は 3 月23 日 に 2 齢とな り，　 3齢が 確認 で き な い ま ま 4 月27日か ら30

H の 間に 蛹化し， 5 月14日か ら15日の 間に 羽化 した，　他の 1頭 は 3 月27日に 2 齢 に な っ た

が，4 月30日 まで 飼育 を して 標本と した．

　4 月上旬に 野外の 地表下約 20cm の 土中で 採集 した 幼虫の
一

部 を標本 に して ，

一
部を飼

育 したが，　 1齢の 脱皮殻と と もに採集で き た もの もあり，標本 に したもの は大腮や額板の

中央突起 が 全然ま滅 して い な く，体長 も小 さい の で ， 2 齢に な つ て か ら日数が 経過 して い

な い もの と思われ る ．一
方，飼育 し た も の で 4 月 の 終りか ら5 月 中旬 に か けて 死ん だ幼虫

7 頭は ， 大腮や額板 の 中央突起が かな りま滅 して い た．生 き残つ た 5頭 は 5 月の 上旬か ら

中旬 に か けて 蛹 化 し，　 1 頭は 死 亡 した が，　 4 頭 は 5 月下旬か ら 6 月上 旬 に か けて 羽化 し
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た．幼虫 は地 表 に あらわれな い の で ，時 々 掘 り出 して 調 べ たが， 2 齢 か ら3 齢に な る 際の

脱皮はつ い に確認 で きなか つ た． した が つ て ， 本種は他の ゴ ミム シ類 と同様に 3 齢を経て

蛹化するの か，ある い は例外的に 2 齢か ら蛹 化するの か 不明で ある ．

　飼育 に は草 の 種子や 根 を与 え，時々 鱗翅 目の 蠕 を切 つ た もの を 入 れた．

　齢闇の変化 に 関 して は，筆者が今 ま で 紹介 し た50種余 りの 幼 虫で は，頭幅と尾状突起の

長 さに三 つ の 齢の 差が見られ た が （クロ ゴ モ ク ム シ H ．niigatanus で 触れた よ う に，　Har
−

patUS の PseudoophonUS 亜 属 の もの で は あま り明りよ うで な い 場合 も ある）， 本種 は特殲

な発育状態を示 し， 齢間の 差が 全 く見 られ な い ．1齢 幼 虫 6頭 の 単眼 部 で の 頭幅 は 2．38か

ら λ 68mm で ある が （第 20 図の A の △ ），10頭の 2 齢 （ま た は 2 齢 と 3齢）で は 2・37 か ら

2．92　mm で あ り （第 20 図の A の ● とO ），尾 状突起の 長 さ は 1齢 で は 0・7か ら 0・9mm ・
6

頭の 平均は α 8mm ，2 齢 （また は 2 齢と 3 齢） で は 0，6 か ら O・9mm ，　 10　Ptの 平均は 0・7

mm で あ る （第28，29，31 図参照．い ずれも同
一ス ケール で 描 い て あ る）・ 頭幅の 変化の

幅は 他種 に 比 べ る と 大き く．10頭 の 2 齢 （ま た は 2 齢と 3 齢）の 標本 の最大 の 個体と， 最

小 の もの と の 差は 055mm もある．第20 図 に 示 した よ う に 最大 の 2．92　m   と，次 に 大 き

い 2．77mm との 間に やや 広 い 間隔 （0，15mm ）が あ るが ，2 齢と 3齢との 差か ど うか は標

本が少 な い の で 判然 と しな い ． 成 虫 の 体 長 に も大きな変化があり，手もとの標本で は 9．　O

mm の 小形 の もの か ら，
16・　Om 皿 の 大形の もの が 見 られ る．な お 比較の た め に，次稿 に 図

説す る い わ ゆ る夏型 の ヒ U ゴ モ ク ム シ 泓 （HarpalUS ） corporOSUS （Motschulsky）の 2

齢幼虫 8 頭 と， 3齢 ユ0 頭 の 頭 幅を 第 20 図に 示 した が・両齢 の 間隔は きわ めて 明 りよ うで

あ り，変異の 幅 もあま り大きくは な い ．

　本種 の 幼虫 の 形態で さ らに 特記すべ きこ とは， 尾 状突起の 長さが 2 齢に なつ て も 1 齢と

ほ とん ど同 じ，　ま た は わず か に 短縮さ れ る うえに，剛毛数が ほ とん ど同じ，または 1 本減

少す る こ とで ある， 剛毛数 が 同 じ例 は ア オ ゴ ミム シ族 の
一

部 な ど に見 られ るが，ゴ モ クム

シ 族
＊
をは じめ ナ ガ ゴ ミム シ族 ・ヒ ラ タ ゴ ミム シ 族 な ど の 幼虫 で は ， 基本的に 1齢で 5 本

2 齢と 3 齢で は 9本 と増加 し，畸型以外に は数は固定 して い て ， 別に各齢と も先端に 1本

の 短毛をそ な え て い る．本種で は 1本の 発達 した 先端の 短毛 と，　1齢幼虫で は 6本 の 長い
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Fig．20．　 Width 　of　head 　at　ocellar 　 areas 　in　larvae　 of　two 　Harpalus
　　　　　　　　　spec 圭es．1，　II，

　III： ins電ars 　1，2，3・

A ，H ．（Loboharpalus）platynotus　Bates （hibernal　type）．● ： col1ected

　 in　 early 　Apri1． ◎ ：d｛ed 　or 　killed　during　late　April　to　middle 　of

　 May ．
B．H ．（Harpalu の corporosus （Motschu 互sky ）（aestival 重ype ）・

＊

次稿で記載するチ ャ バ ネム ネア カ ツ ヤ ゴ モ クム シ Tric，EotichnUS（TrichotichnUS） kan−

toonus 　Habu に お い て も例外的 に 1齢も 3齢も 5本で ある．
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ー

剛毛 を持 つ て い て （第 31 図），　 2 齢 に な る と長い 剛毛 は 5 本 ま たは 6 本 （第28， 29図），

まれ に 7 な い し 8 本とな る． 手もとの 2 齢 （また は 2 齢と 3 齢）の 標本の うち ， 左右 の 尾

状突起 に 5本ずつ の 剛毛があ る もの 4 頭，左右い ずれか 5本と 6本 の もの が 3頭 ， 両方が

6本の もの 1頭，左 が 7 ，右 が 6 本の

もの 1頭，左 8，右 7 本 の も の 1 頭

で ，剛毛数 に安定を欠 い て い る．

　2 齢 （ま た は 2齢と 3齢）幼虫聾 体

長 13．5〜16．8mm ．頭幅 2．　37〜2．92

mm （重0頭の 標本 に よ る測定値 で ，平

均 2．60mm ）， 尾状突起の 長 さ O．6〜

0．9mm （10頭の 平均は 0．7mm ），

　頭部は黄 か つ 色で ，額板 は や や 白つ

ぼ く， 時と して 頭蓋の P群付近 お よび

額板 は黄 か つ 色の 部分と，淡色 の 部分

とで ま だ らに な り，中央 突 起 お よ び そ

の 付近 は暗赤かつ 色 で ，頭蓋背面の大

腮 と接す る部分 （触角基部の 内方）は

赤黒 色 で あ る．大 腮 は 頭 部 よ りや や 濃

い 黄かつ 色で，周辺 お よ び歯は 黒 色 を

お び る．　 触角 ・
小腮

・
下唇 は 黄か つ

色 ．胸 部背板 は 淡黄 か つ 色 また は か っ

色 が か っ た黄色で，前胸背板 の 前縁部

は や や暗色を お び る （個体に よ つ て は

各背板 に か つ 色の 不 規 則 な は ん紋 が あ

らわ れ る）．脚 は黄色．腹節背板 ・尾

状突起 は 黄色 また は 黄白色 で ，第 10腹

節 は や や 土色 を お び る ；腹節 側板 ・
腹

板 は黄白色 ．

　頭部 （第22，23図）は 広 く，側面 の

膨 隆は わ ず か で，通 例 単眼 部 で 最 も幅

が広い が，時として 単眼後方の So3近

くで 最大幅を な し， 幅 は 長さの ユ絶 倍

内外 ； 背面 の 隆起 は比較的 弱 く，額板

ー
　

　

N°
O

ヨ
ヨ

繋

饗
獵

Fig・2L 　Harpalus （Loboharpalus）
　　ア latynotus　Bates，　instar　2．

の 昼 と F2 の 間を通 る縦溝は浅 く， 頭蓋背面に は頭蓋額板縫合線に沿つ て ，01 から P3 の

＊

記載や 図 に は，主 として 4 月上旬に採集した確実 に 2 齢 と思 わ れ る 標本を使用した，
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内方に彎曲 したは つ きり しな い 隆起が ある ； 頸溝 は や や 明りよ うで，頸隆起線 は 弱く彎曲

し， 上端は P 、 に 達 せず ， 下端は L2 から少 し離れて 終 る ； 剛 毛 F ユ，　P ，，　O ，，　So エ，　Vz は 長

く，Ci2，　F 王，　F ，，　pl，　P3，01，　Ll，　L2，　V ユ，　V3 が こ れ らに 次 い で 長 く・Cl3・So2・Sos は や

24

　

日
日

N ，
Ol

25

x2

27

〕議一1

−
　 0．5　 mm

FigS．22−29．　Harpatus （Loboharpalus）platアnotus 　Bates・　instar　2 （or

　　　　　　　　　　　　　 instars　2　and 　3）．

22．Head 　in　dorsal　view ，　 23、　 Do ．　in　lateral　view ，　 24，　 Labium 　in

ventral 　view ．25．　Ligula 　in　dorsal　vlew ．26，　Mid　legエn　front　vlew ．

27．Tergite　 3．　 28，　 Cercus　 with 　 six 　 long 　 setae 　 in 工atera 皇 view ．

　　　　　　　　　　29． Do ．　 with 　five　Iong　setae ．
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や 短い が 明りよ うで， Cl。，　Cl ， は短 く細い ；二 次毛 は 比較的発達 して い て ， 額板 で は F ，

と F ・ との 中間の 後方 にや や明りような毛が 1本， Cl， の 後方 に短毛が 1本あり，頭蓋に

は P ， 付近 に 3本，P2 と P3 の 聞 に 2本，　 P3 の 前方に 1本，01 と 02 の 問に 1 本，02

の 後方 に 2 本，L ， の 前方 に 1本 ，
　 SOI の 下方に 1本，　 L ， の 前方

・後方 に 1本ず っ
，
　 L ， の

か な り前方に 2本 ， Vl 付近に約4 本の 毛が あるが ，
　 P 群付近の 毛 は比較的長 く， 剛毛状で

ある ； 前縁角 は 中央突起 よ り突出 し， 中央突起 は 弱 く突出 し， 4本の 鋭三角形 の 歯が あ

り，第 2歯と 3 歯の 間隔 は少 し広 く， こ こ に細か い 密 な歯か らな る小突起が ある ； 額板の

後角はほ ぽ 直角で ，明りよ うで ある ； 頭蓋額板縫合線は F2 の後方で や や 明 りよ うに彎曲

する ；頭蓋縫合線は や や 長い ． 触角 （第22図） は大腮 と ほ ぼ等長で ，第 王節 は基部近 くで

内方 に 曲が り， 長さは 第 2 節の 約2 倍，第3 節 の 11／z 倍で ，背面 に 1 〜 2 本 ， 内側面 1［　2

〜 3本 の剛 毛 が あ る ； 第 2節には背面の 内側面寄 りに 1本，内面 に 3本内外の剛毛が あ る ；

第 3節 に も通 常の 3 本の 剛毛 以 外 に，2〜3本の 短毛 が あ る． 大腮 （第22図） の 長 さは幅

の 約 2 倍 で
， 歯は 中央よ り基部寄 りに あつ て ，鋭三 角形 で ，わず か に 大腮の 基郡 に 向か つ

て 轡曲 す る ；刃 の 部分に は 突 起 も切 れ 込 み もな い ； 外側面に は中央 よ り基部寄 りに 1本の

明 りよ うな嗣毛が あ る．小腮の 葉節は 畏 く，長 さは 幅の 約 4 倍で ，外側面に は 2本 の 長い

岡1亅毛と，
2 本 の あま り長 くな い 剛毛 の ほ か に ， 逓 常 1〜2 本 の 短 い 剛毛が あ る ； 内葉 の 先

端 は鋭 くとが り，剛 毛 は 内葉 よ りも長い ；外葉第 1節 の長 さは第2 節 の 約 2 倍 で， 腹面 の

先端近 くに 1本 の 毛 が ある ； 小腮鬚第 2 節 の 長 さ は 第 1 節の 約 2 倍で ， 第 1 節の 腹面 に は

明りよ うな 剛毛 が あり，第 3 節の 外側面 の 先端お よび 腹面 の 先端 に 1 本の 短毛が ある． 下

唇基節 （第24図）は く形で ，は る か に 幅 よ り長い ；舌 （第24，25図） は強 く突出 し，明り

よ うに 二 分 され， 二 分 された 両端の 腹画 は 先端 の 剛 毛 の 基部を 越え て 突 出 し， 2 矚毛 の 先

端は下唇鬚第 1節 の 先端に ほ ぼ 達する ； 下唇鬚第 1節 は背面 の 先端近 くに 3本の 剛毛 を貰
つ ．

　前胸背板 は頭部よ り狭 く，横溝 はや や 浅 く，後縁 は縁取 られず，剛毛は あまり発達 しな

い ； 中胸背板 ・後胸背板 は や や 前胸背板 よ り狭 く，中胸背板 は弱 く （ま た は か すか に ）前

方で 縁取 られ るが，後胸背板は 縁取 られず，前方 の 剛毛列 は 約 20 本 の 短 い 剛毛か らな り，

後方の 列は 6本 の や や 長 い （中央 の 2 本 は 短い ）剛毛 か らな り，　 こ の 列 の 後方に 数本の 短

い 剛毛が な らぶ ．

　脚 （第26図 ） に は剛 毛 は多 い が，細毛は な い ； 基第背面 に は 前 1飃に 約 4 本，後鯏 に 6 〜

7 本の 剛 毛が ある ； 転節 に は腹面前但llか ら前腹側面に かけて 30本内外，腹画後側か ら後腹

側面 に か け て 12〜14本 の とげが あ り，さ らに腹面に は 5 〜6 本の 長 い 剛 毛 が あ る ； 腿節 に

は 腹面 前側か ら前腹側面 に か け て 20〜25本，腹面後側 か ら後腹側面 に か け て 17本内外 の と

げを 持つ ； 2本の 爪 の 差 は 明 りよ うで あ る．

　腹節背板 （第27図）はキチ ン 化が弱 く，周辺は不明りようで ，基部の 縁取りも中央線 も

見えな い ；闕毛 は長 くは な い が 数は 多 く，　 前方 の 背板 で は 前列 ・後列 に 不規則 に20本内外

生え て い る が，後方 の 背板で は 数が 誠 り，両列 と も中央 で は や や 広 く中断され る ； 第9 腹

節 （第28
，
29図）に は や や 長い 闘毛約 4本と，短 い 剛毛数本が あり，数 と位置には変異が

多 く，時 と して 尾状突起 の 根元 に 剛毛がある ； 尾状突起 （第28，29図） は背面からみ て ハ
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の 字状 に 開き， 第10腹節 よ り短 く，通 常 5 本，時 と して 6本 まれ に 7 〜 8本の 長い 剛毛

を持ち，剛毛 の 長 さ は ほ ぼ尾状突起の 長さに等し く，先端の 1本 の 短毛は発達 して剛毛状

とな る ；ee　2 〜7 腹節 に お い て，上側板には 長い 剛毛 1本と， や や 短 い 剛毛や 短毛を あわ

せ て 9本内外 ， 下側板に は 短 い 剛毛 4 本内外，前腹板 に は短 い 剛毛 6 〜8本 （2本は少 し

長 い ），外方 の 後腹板には 長い 剛毛 1本 ， 短い 剛毛 3〜4本，内方の 後腹板 に は長 い 岡1］毛 1

本 と，や や 長い 剛毛 1本が あ る．

　1齢幼虫 ： 体長 12．0〜13．8mm ．頭幅 2．　39〜2．　71　 nm （6頭の 標本の単眼部前方 の 最大

幅 の 測定値で ，平均 之 53mm ），ま た は 2、38〜2．68　mm （単眼 部で の 測定値で ，
6 頭 の 平

均 は 2．　49　mm ），尾状突起の 長 さ 0・7〜0・9mm （6頭 の 平均 は 0・8mm ）・

　色 は 全体と して 2 齢よ り濃 く、 頭部は かつ 色または 黄か つ 色 ；触角 ・小腮 ・下唇は か つ

色．前胸背板は黄 か つ 色で ，横溝 ・側縁付近 お よ び後方は や や かつ 色 が 強い ； 中胸背板 ・

後胸背板 は濃 か つ 色．脚は 淡黄か つ 色．腹節背板 は か つ 色 尾 状突起 は黄 か つ 色で や や 色

が薄い ；第 10腹節は 淡か つ 色 ま た は黄か っ 色 ；上側板 は か つ 色 また は土色 ，　下測板
・
腹板

は淡か つ 色 ．

　頭部 （第32図）は 単眼部 の 前方 （触角 の 挿入 部）で 最 も幅広 く，後方 に ゆ る くせ ばまり，

幅 は長 さの 1Y2倍内外 ； 額板上の一
次剛 毛 は完全 で ， 二 次毛は な い ； 頭蓋上 に は発達 した

一
次闘毛 以外に，P 、の 付近 に 1 〜2 本，　L エ の か な り前方 に 1本の 短 い 剛毛 が あ る ；額板の

中央突起の 中央 に ある小歯 か らな る突起 は 二 分 され る ； 卵殻破 砕 器 は 8〜 9個 の 小 さ な 歯

か らな り，頭蓋額板縫合線 に 沿つ て 並 び，列 の 艮 さは 先端の 小歯と F2 の 間蒲 よ りは るか に

長 い ；頭蓋背面前縁 の 触角基部付近 に 小突 起 （第32図 pr） が あ る ； 頭 蓋額板縫合線 は F2

の 後方 で よ り彎曲す る． 触角 （第32図）の 第1 ・2節 に は 毛 は な く・第 3 節 に は 3本 の 剛毛

　Figs．30−32．　Harpalus 　（Loboharpaluの　〆α ’アnotus 　Bates，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　instarユ，

30．Tergite　3． 3L　Cercus　ln　Iateral　view ． 32．　Head 三n　dorsa至

　　　　　 view ．　 pr ： protuberance 　on 　eplcranla ・
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YJ外 に は 毛 は な い ；第 1節 は彎曲 しな い ． 大腮 （第32図） は前半部が 細 くな り，よ り彎曲

する ；歯 は い つ そう大腮 の 基部寄りに位置する ；刃 の 部分 に は弱 い 平たい 突起が あ る． 下

唇鬚第 2 節に は 鬮毛は ない ．

　 中胸背板 ・後胸背板は 前方 で 明りよ うに 縁靫られ， 前方 の 剛毛 列 は 10本 内 外の 長 ・短の

剛毛か らなり，後方 の 剛毛列は 4 本の かな り長い 剛毛と約 6 本 の 短い 剛毛か らな る． 転節

の とげは膜面 前側か ら前腹側面 に か け て 20〜22本，腹面後側か ら後腹側面 に か け て 12〜15

本 （腹面の 5本の 長 い 剛毛は 除く）；腿節 に は 腹面前側 か ら前腹倶1］面 に か けて 20本内外，腹

面後側から後獲側
．
面に かけて 隻5〜17本 の とげがある．

　第 1〜3腹節背板 （第 30図） は基部で 弱 く縁取 られ，正 申線も認め られ る ； 第 1〜8腹

節背板 に は 前列 ・後列 の 剛毛列 は 6本 の 発 達 した
一

次剛毛以外 に 短い 4〜6本 の 二 次剛毛

があ る ； 尾状突起 （第 31図）は 背面か ら見て ハ の 字状 に 開 い て い るが，先端に 向かつ て わ

ずか に 内方 に 湾曲し， 6本 の 長 い 剛毛 （基部寄りの 1本 は他 よ り短い ）と，先端に 比較蔚

長 い 顕 著 な 1本 の 剛 毛 を持 ち，5 本 の 剛．毛 は尾 状 突 起 の 長 さよ り長 い ，

Summary

　 The 　authors 　de呂crlbed 　larval　characteristics 　of 　the 　 six 　 species 　 Qf 　the 　Harpa正ini．
They 　are ：

一
／lnisodactyius（Anisodactylus）sadoensis 　Schauberger（lst，　2nd 　and

3rd　instars），　Harpalus （CephatomoJア hu5） eapito 　Morawitz （1st　instar），　H ，（Pseu−

doophonus） eous 　Tschitsch6rine （1st　instar），」げ，（P．）niigatanus 　Schauberger（1st，
．2nd　and 　3rd　instars），　H ．（P。）simplic ’dens　So｝iauberger σst　and 　2nd　instars） and

H ，（Loboharpaius ）pla り
’notus 　Bates （工st 　 and 　2nd 〔or 　 2nd　 and 　 3rd〕instars）。　 Nlne

of 　the　ten　 specimens 　of 　the 　second 　instar （or 　second 　and 　third　instar）正ar 、
・ae 　of

丑 ．platyno 衂 s　 were 　 col 正eGted 　in　fields，　 but　 other 　 speoirnens 　 were 　obtained 　by　la・

boratory　breeding　（viz．　 ex 　oviposition ）．

　Among 　the 　 above 　 speoies
，
　 only ．4nisodactylus　sadoensis 　is　of 　the 　 aestival 　type，

．and 　the 　 other 且ve 　Harアalus 　species 　pass　the　 winter 　in　the　larval　 stage ，　 that　is
the 　hibernal　type ．

　 The 　 authors 　bred　 some 　 second 　 instar　larvae　 of 　 H ．　 platynotus，　 but　could 　not

observe 重he　 ecdysis ，　 and 　therefore 　there 　is　 some 　 possib註lty　that 　e 廴ther　some 　of

the　specimens 　regarded 　 as 　the　seoGnd 　instar　 are 　in　the　third　instar，　 or 　the　secr

o 重1d 　instar　王arvae 　dlreotly　pupate　instead　of 　chang ｛ng 　into　the 　毛hird　instar．
The 　head 　width 　was 　not 　at 　all　usefu 歪in　determination 　of　the 量nstar 　in　this　 spe −

cies 　inasmuch 　as 伽 e　authors 　cou 五d　 not 　 find　 any 　distinot組 terval 　of 　the　width 　be−

tween 　the 　first　and 　second 　instars
，
　and 　the 　seoond 　and 　third 三nstars 　if　the 　larvae

passed　three　 instars　as　usual （cf．　Fig，20）、　The 　 Iength　of 　the　 cerci 　and 　 number

．of　thelr　long　setae 　were 　also 　of 　no 　avail 　in　determining　the　instar．　 The　length
is　 from　 O．7to 　O．9mrn （mean 　 value 　is　O．8mm 鑑n 　the　six　 speoimens 　 examlned ）

in　the 且rst　instar，　 while 　it　ranges 　from　 O．6to 　O．9mm （mean 　 va 玉ue 　 is　 O，7mm
in　the　ten　specimens 　exarnined ） in　the　second （or 　seco 且 d　and 　third ）instar（s），
Each 　cercus 　has　six 　long　setae 　 and 　one 　 rather 　long　 apica 監seta 　 in　the　first　 instar
larvae

，
　 whereas 　it　has　five　or 　s量x

，　rare 正y　seven 　to　eight ，　long　setae 　and 　one

rather 　long　apica ！seta 　in　the 　second （or　second 　and 　third）　instar（s）．
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